
����������� �

��
��
��
��
��
��
��
		




��
��
��
��
��
��
��
		



��
��

��
��
��
��
��
��
��
��
		



��
��

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
で
上

位
争
い
を
し
て
い
る
地
元
チ
ー
ム
、

ト
ヨ
タ
紡
織
九
州
「
レ
ッ
ド
ト
ル

ネ
ー
ド
」
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
が
、　
１１

月
１
日
に
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
日
を
「
市
民
応
援

デ
ー
」
と
し
て
市
民
に
観
戦
を
呼
び
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市
で
は
神
埼
ブ
ラ
ン
ド
の
「
菱
焼

酎
」
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

焼
酎
の
原
料
と
な
る
菱
の
製
粉
作
業

が
終
わ
り
、
醸
造
を
行
う
田
中
酒
造

（
佐
賀
市
）
で　

月　

日
に
納
品
が

１１

１４

行
わ
れ
ま
し
た
。

原
料
と
な
る
菱
は
、
９
月
か
ら　
１１

月
に
か
け
て
市
内
ク
リ
ー
ク
か
ら
採

取
し
た
も
の
で
、
総
重
量
は
、
約
１

１
５
キ
ロ
。
そ
の
後
、
乾
燥
、
皮
む

き
、
製
粉
の
工
程
を
経
て
、
最
終
的

に
は　

・
２
キ
ロ
の
焼
酎
の
原
料
と

２６

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
４
合
瓶
に
換

算
し
て　

本
分
の
焼
酎
が
出
来
る
と

５０

い
う
こ
と
で
す
。

か
け
ま
し
た
。
対
戦
相
手
は
、
上
位

争
い
を
演
じ
て
い
る
大
崎
電
気
。
結

果
は　
�
　

で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

２８

２６

た
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
市
民
約
１,
０

０
０
人
が
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
り

ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
大
使
の
松
本
市
長
は
、

試
合
に
先
立
ち
「
ト
ヨ
タ
紡
織
九
州

に
ぜ
ひ
勝
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
大

崎
電
気
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
い
い

試
合
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
。
記

念
品
と
し
て
両
チ
ー
ム
の
監
督
に
市

の
特
産
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

試
合
は
前
半
、
レ
ッ
ド
ト
ル
ネ
ー

ド
の
持
ち
味
の
堅
い
守
り
と
速
攻
が

さ
え
、　
�
　

と
大
崎
電
気
を
リ
ー

１７

１２

ド
、
応
援
席
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
後
半
に
入
っ
て
攻
撃
の
リ
ズ

ム
を
欠
き
、
相
手
の
ガ
ー
ド
に
阻
ま

れ
得
点
が
伸
び
ま
せ
ん
。
主
力
選
手

が
負
傷
退
場
す
る
不
運
も
あ
り
、
逆

転
負
け
と
な
り
ま
し
た
。

応
援
の
市
民
か
ら
は
「
残
念
」

「
粘
っ
て
逃
げ
切
り
た
か
っ
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
大
接

戦
と
な
っ
た
展
開
に
、
ゲ
ー
ム
の
面

白
さ
を
堪
能
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
試
合
の
前
に
は
女
子

リ
ー
グ
の
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

九
州
と
Ｈ
Ｃ
名
古
屋
の
対
戦
が
あ
り
、

両
チ
ー
ム
に
も
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

松
本
市
長
か
ら
袋
詰
の
粉
を
受
け

取
っ
た
田
中
傳
也
社
長
は
、「
菱
の

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
個
性
を
引
き
出
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
仕
込
み
に
入
り
、
順
調
に

行
け
ば
来
月
中
ご
ろ
に
は
試
飲
で
き

る
段
階
に
な
り
、
来
年
秋
の
蔵
出
し

を
目
指
し
ま
す
。

　

月
４
日
、
脊
振
小
学
校
の
子
ど

１１
も
た
ち
が
、
一
番
ヶ
瀬
克
己
さ
ん

（
脊
振
町
）
の
ハ
ウ
ス
で
ほ
う
れ
ん

草
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
３
年
生
以
上
の　

人
が

７８

参
加
し
、
Ｊ
Ａ
の
方
か
ら
収
穫
の
仕

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
後
、
早
速
収

穫
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

「
今
日
の
夜
ご
飯
で
料
理
し
て
も

ら
お
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
参
加
で

き
な
か
っ
た
１
・
２
年
生
の
分
も
収
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に
あ
る
ふ
れ
あ
い
農
園
で
、
芋
ほ
り

や
野
菜
の
植
え
付
け
を
体
験
し
ま
し

た
。長

靴
を
は
い
て
、
農
園
に
入
っ
た

園
児
た
ち
は
、
祖
父
母
た
ち
の
手
助

け
を
受
け
な
が
ら
、
さ
っ
そ
く
芋
掘

り
に
挑
戦
。
中
に
は
園
児
の
顔
が
隠

れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
も
あ
り
、

掘
り
上
げ
た
芋
を
得
意
げ
に
掲
げ
て

見
せ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
白
菜
な

ど
冬
野
菜
の
苗
や
、
花
の
球
根
を
植

付
け
、
秋
晴
れ
の
一
日
を
土
に
親
し

み
ま
し
た
。

園
に
は
約
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
農
園
が
あ
り
、
野
菜
や
花
を
栽
培

し
て
い
て
、
収
穫
し
た
野
菜
は
給
食

の
材
料
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

穫
し
て
い
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
楽
し
い
収
穫
体
験
学
習
と
な
り

ま
し
た
。

ち
よ
だ
保
育
園
で
は
、　

月　

日

１０

３１

に
「
祖
父
母
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が

行
わ
れ
、
３
歳
か
ら
５
歳
の
園
児
と

祖
父
母
や
保
護
者
が
参
加
し
、
園
内



������������

脊
振
小
児
童
の
生
け
花
作
品
が
、

脊
振
総
合
支
所
に　

月
５
日
か
ら
一

１１

週
間
展
示
さ
れ
、
来
訪
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
か
じ
か
の
里
い
け
ば

な
教
室
」
で
学
ん
で
い
る　

人
が
出

２１

展
し
た
も
の
で
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
を
花
材
に
使
い
、

子
ど
も
の
作
品
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
出
来
栄
え
で
し
た
。

生
け
花
展
は
今
回
が
３
回
目
で
、

こ
れ
ま
で
出
展
し
て
い
た
町
の
文
化

祭
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
総
合

支
所
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
廣
瀧
千
鶴

子
さ
ん
は
「
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
大
切
に
し

て
い
る
の
で
、
楽
し
い
作
品
が
そ
ろ

い
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

��
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神
埼
市
文
化
連
盟
の
文
化
祭
が
、
神

埼
、
千
代
田
の
両
町
で
開
か
れ
、
多
く

の
市
民
が
芸
術
・
文
化
の
秋
に
親
し
み

ま
し
た
。
な
お
、
脊
振
森
林
の
里
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

月　

日
か
ら　

月
１
日
ま
で
の

１０

３０

１１

３
日
間
、
第　

回
千
代
田
町
文
化
祭
が

３０

神
埼
市
千
代
田
文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
」
と
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

展
示
場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

け
花
や
絵
画
、
写
真
、
手
芸
な
ど
大
人

の
作
品
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
や

書
道
作
品
も
合
わ
せ
約
６
４
０
点
が

展
示
さ
れ
、
家
族
連
れ
で
訪
れ
る
姿
が

目
に
つ
き
ま
し
た
。
会
場
の
一
角
で

は
、
切
り

絵
の
実
演

も
行
わ
れ
、

鮮
や
か
な

彩
り
と
細

か
い
作
業

が
注
目
を

集
め
て
い

ま
し
た
。

３
日
は
記
念
式
典
と
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
歌
や
舞
踊
、
詩
吟
、

太
鼓
演
奏
な
ど　

団
体
・
個
人
が
出
演

５４

し
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
期
間
中
、
会
議
室
や
ロ
ビ
ー
を

会
場
と
し
た
展
示
場
で
は
、
絵
画
や
書
、

陶
芸
、
押
し
花
な
ど
多
く
の
力
作
が
並

び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
絵
手
紙
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
出

展
し
て
い

る
「
根
っ

こ
の
会
」

の
指
導
を

受
け
、
絵

筆
を
と
る

人
の
姿
が

見
ら
れ
ま

し
た
。
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１
日
に
は
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」
で

ス
テ
ー
ジ
公
演
が
行
わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス

や
舞
踊
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど　

団
体
が

１８

出
演
し
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
志
狂
言
保
存
会
や
小
学

生
に
よ
る
狂
言
も
演
じ
ら
れ
、
客
席
か

ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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月　

日
か
ら　

月
３
日
ま
で
、
第

１０

３１

１１

　

回
神
埼
町
文
化
祭
が
神
埼
市
中
央

２４公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
１
日
に
音
楽
愛
好
家
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
が
初
め

て
行
わ
れ
、
７
グ
ル
ー
プ
が
コ
ー
ラ
ス

や
演
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
季

節
柄
、
秋
を
題
材
に
し
た
歌
な
ど
親
し

み
や
す
い
曲
が
多
く
、
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展

を
図
る
と
と
も
に

宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

２１

成
事
業
で
採

択
を
受
け
て

い
る
４
団
体

の
う
ち
、
詫

田
西
分
地
区

の
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成

事
業
が
完
了

し
ま
し
た
。

�������
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第
４
回
櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

が　

月　

日
に
神
埼
町
の
櫛
田
宮
相

１０

１０

撲
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
幼
児
か
ら
小
学
生
高
学

年
ま
で　

人
が
参
加
。
力
い
っ
ぱ
い

２４

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

中
に
は
土
俵
際
で
も
つ
れ
、
取
り

直
し
に
な
る
好
勝
負
も
あ
り
、
応
援

席
か
ら
歓
声
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
（
敬
称
略
）

○
幼
児
の
部

　

坂
井　

裕
八
（
ち
と
せ
幼
稚
園
）

○
小
学
低
学
年
の
部

　

大
田　

哲
也
（
仁
比
山
小
）

○
小
学
高
学
年
の
部

　

家
永
孝
紀
（
千
代
田
東
部
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

　

千
代
田
東
部
小
Ｂ

千
代
田
町�
村
で
生
ま
れ
た
「
次

郎
物
語
」
の
作
者
、
下
村
湖
人
を
偲

び
、
毎
年
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
と
ス
ケ
ッ
チ
大
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

上
位
成
績
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

・
馬
場　

康
平
（
千
代
田
中
）

・
佐
藤
な
つ
き
（
千
代
田
東
部
小
）

・
田
中　

里
奈
（
千
代
田
中
部
小
）

・
香
田　

奈
那
（
千
代
田
西
部
小
）

�
�
�
�
�

・
森
田　

智
樹
（
千
代
田
中
）

・
永
原　

綾
真
（
千
代
田
東
部
小
）

・
遠
藤　

秀
幸
（
千
代
田
中
部
小
）

・
末
次　

華
奈
（
千
代
田
西
部
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

・
田
中　

友
梨
（
神
埼
中
）

�
�
�
�
�

・
久
富　

友
季
（
千
代
田
東
部
小
）

・
三
澤　

耕
輔
（
一
般
・
佐
賀
市
在
住
）

�
�
�
�
�
�
�
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月　

日
、
第
４
回
神
埼
市
次
郎

１０

２５

の
里
少
年
相
撲
大
会
が
、
千
代
田
町

の
次
郎
の
森
公
園
相
撲
場
で
行
わ
れ
、

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で　

人
が
参
加

９１

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
肌
寒
い
天
気

と
な
り
ま
し
た
が
、
試
合
が
始
ま
る

と
子
ど
も
た
ち
の
奮
闘
に
会
場
は
大

興
奮
。「
ま
わ
れ
、
ま
わ
れ
！
」「
頑

張
れ
！
」
と
い
っ
た
声
援
に
応
え
る

か
の
よ
う
に
豆
力
士
た
ち
は
練
習
の

成
果
を
随
所
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
（
敬
称
略
）

○
幼
児
の
部

　

東　

武
史
（
神
埼
幼
稚
園
）

○
小
学
１
年
生
の
部

　

植
木　

大
空
（
千
代
田
西
部
小
）

○
小
学
２
年
生
の
部

　

陣
内　

孝
誠
（
西
郷
小
）

○
小
学
３
年
生
の
部

　

末
次　
　

吹
（
千
代
田
東
部
小
）

○
小
学
４
年
生
の
部

　

家
永　

孝
紀
（
千
代
田
東
部
小
）

○
小
学
５
年
生
の
部

　

大
坪　

心
椰
（
千
代
田
東
部
小
）

○
小
学
６
年
生
の
部

　

向
井　

聡
志
（
千
代
田
東
部
小
）

【
団
体
戦
】

　

千
代
田
東
部
小
Ａ

第　

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ

３７

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
九
州

予
選
が
北
九
州
市
で
行
わ
れ
、
千
代

田
西
部
小
学
校
が
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

月　

日
、
神
埼
市
へ
受
賞
報
告

１１

１０

に
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
代
表
の
中
野
翼

く
ん
と
末
次
華
奈
さ
ん
は
、「
精
一

杯
練
習
し
て
、
全
国
大
会
で
観
衆
を

感
動
さ
せ
る
演
奏
を
目
指
し
ま
す
」

と
市
長
に
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��

全
国
大
会
は
、　

月　

日
に
埼
玉

１２

１３

県
の
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
、
千
代
田
西
部
小
学
校

は
九
州
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

千
代
田
中
部
小
学
校
の
高
志
狂
言

ク
ラ
ブ
が
、
県
教
育
委
員
会
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
児
童
生
徒
関
係
で
は

唯
一
の
受
賞
で
す
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��

ク
ラ
ブ
は
、
地
元
に
伝
わ
る
県
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
高
志
狂
言
を

受
け
継
い
で
い
こ
う
と
、
高
志
狂
言

保
存
会
の
指
導
を
受
け
、
平
成　

年
１２

に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
９
人
。
夏
休
み
か
ら

　

月
末
ま
で
、
週
に
３
、
４
回
の
練

１０習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
演
目
は
「
部

須
（
ぶ
す
）」。
高
志
神
社
の
秋
祭
り

や
千
代
田
町
文
化
祭
な
ど
で
成
果
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
市
長
に
受
賞
を

報
告
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
受
賞

は
市
に
と
っ
て
も
誇
り
。
こ
れ
か
ら

も
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
激
励
を
受
け
、
晴
れ
や
か
な

表
情
で
し
た
。



�������������
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��
��

��
��
��
��
��
��
��

仁
比
山
小
学
校
を
昭
和　

年
３
月
に

１９

巣
立
た
れ
た
卒
業
生
（
手
塚
国
俊
代
表

幹
事
）
が
、
テ
ン
ト
２
張
り
を　

月　
１０

２６

日
、
母
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
中
で
、
母
校
に
な
に
か
贈

呈
し
よ
う
と
話
が
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

体
育
大
会
な
ど
の
学
校
行
事
で
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
��
�

・
軟
式
野
球
競
技
一
般
男
子
Ｂ

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
男
子
Ａ

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
女
子

・
相
撲
競
技
一
般
男
子

�
�
�
�
�
�
（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�

�
��
�

・　

〜　

歳　

ｍ
自
由
形

５０

５９

２５

・　

〜　

歳　

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５０

５９

２５

松
永
正
則
（
神
埼
町
）

・　

歳
以
下　

ｍ
平
泳
ぎ

２９

２５

中
原
祐
子
（
神
埼
町
）

�
�
�
�

・　

歳
以
下　

ｍ
自
由
形

２９

５０

古
賀
広
一
（
神
埼
町
）

・　

歳
以
下　

ｍ
平
泳
ぎ

２９

２５

中
原
め
ぐ
み
（
神
埼
町
）

�
��
�

・　

歳
以
下　

ｍ
背
泳
ぎ

２９

２５

中
原
麻
美
（
神
埼
町
）

��
��
��
��
��
��
��
��
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��

大
正
期
の
建
造
物
で
国
の
登
録
文

化
財
指
定
の
福
成
歯
科
医
院
跡
（
旧

古
賀
銀
行
神
埼
支
店
）
を
保
存
し
よ

う
と
、
神
埼
町
観
光
協
会
か
ら
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
は　

月　

日
に
、
神
埼
町
観

１０

２７

光
協
会
の
島
富
士
男
会
長
、
楢
本
純

一
、
野
口
守
両
副
会
長
の
３
人
が
市

長
を
訪
問
し
て
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

旧
古
賀
銀
行
神
埼
支
店
と
し
て
建
て

ら
れ
た
福
成
歯
科
医
院
跡
は
、
櫛
田
宮

門
前
に
位
置
し
、
大
正
期
の
神
埼
町
の

歴
史
と
繁
栄
を
物
語
る
重
要
な
建
造
物

で
す
。
銀
行
支
店
当
時
の
内
装
や
間
取

り
も
良
好
に
残
さ
れ
て
お
り
、
平
成　
１３

年　

月　

日
に
国
の
登
録
文
化
財
と
し

１０

１２

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

周
辺
の
景
観
保
全
に
寄
与
す
る
建

造
物
と
し
て
、
さ
ら
に
市
の
中
心
部

の
再
生
、
活
性
化
を
進
め
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
建
造
物
と
し
て
期
待

は
大
き
く
、
市
と
し
て
も
市
民
総
ぐ

る
み
の
文
化
財
保
存
の
機
運
醸
成
と

観
光
資
源
や
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

古賀征治さん（千代田町）
元県警部

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

石井　輝男さん（千代田町）
県交通安全協会副会長
神埼地区交通安全協会長

��
��
��
��
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神
埼
市
商
工
会
女
性
部
か
ら
「
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
て
」
と
、
元
気
か
ん
ざ
き
市
民

交
流
祭
に
出
店
し
た
際
の
収
益
金
を

市
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
さ
れ
た
の
は
、
女
性
部
員
手

作
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
と
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
で
販
売
し
た
ケ
ー
キ
、
コ
ー

ヒ
ー
の
収
益
金
で
す
。

市
で
は
趣
旨
に
沿
う
よ
う
有
効
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

月　

日
、　

日
、
武
雄
市
・
杵

１０

１７

１８

島
郡
及
び
佐
賀
市
で
、
第　

回
県
民

６２

体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
神
埼
市
は
市

の
部
に
お
い
て
総
合
８
位
で
し
た
。

市
内
か
ら　

競
技
に
約
３
９
０
人

１７

が
参
加
し
、
緊
張
感
漂
う
中
、
と
て
も

見
応
え
の
あ
る
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
競
技
の
水
泳
競
技
で
優
勝
さ

れ
た
２
人
は
、
い
ず
れ
も
大
会
新
記

録
で
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�

�
��
�

・
軟
式
野
球
競
技
一
般
男
子
Ａ

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
Ａ
チ
ー
ム

�
�
�
�

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
一
般
女
子

・
剣
道
競
技
一
般
男
子
Ａ
チ
ー
ム

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
Ｂ
チ
ー
ム

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
一
般
男
子
Ｂ

��
��
��
��
��
��
��
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�������	
�����������������
同
一
世
帯
で
、
一
年
間
に
医
療
保
険（
国
民
健
康
保
険
、
長
寿
医
療
制
度
、
被

用
者
保
険
な
ど
）
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
が
あ
り
、
月
単
位
で
の
高

額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
て
も
な
お
残

る
負
担
を
合
算
し
た
額
が
、
定
め
ら
れ
た
自
己
負
担
限
度
額
（
表
１
）
を
超
え

た
と
き
に
は
、
そ
の
差
額
が
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�

前
年
８
月
１
日
か
ら
７
月　

日
ま

３１

で
の
年
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
初

年
度
の
み
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２０

平
成　

年
７
月
ま
で
の　

ヶ
月
間

２１

１６

と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

①
支
給
基
準
日
（
７
月　

日
）
に
加

３１

入
し
て
い
た
医
療
保
険
窓
口
で
申

請
し
ま
す
。

②
転
入
・
転
出
な
ど
で
市
町
が
変

わ
っ
た
場
合
や
途
中
で
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
し
た
な
ど
、
医
療

保
険
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
窓
口
で
申
請
し
ま
す
。

※
高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
事
由

発
生
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
と
な
り
、
申
請
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

◆
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
）
に
つ
い
て

神
埼
市
役
所　

市
民
課

�
３
７�
０
１
１
５

◆
介
護
保
険
に
つ
い
て

神
埼
市
役
所　

高
齢
障
害
課

�
３
７�
０
１
１
１

神
埼
市
で
は
、
市
内
に
所
在
す
る

神
社
仏
閣
や
石
仏
等
の
石
造
物
・
巨

木
・
自
然
景
観
・
伝
承
・
祭
り
行
事

な
ど
歴
史
文
化
遺
産
の
現
状
と
詳
細

な
内
容
を
知
る
た
め
の
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

と
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

平
成　

年
２
月
末
ま
で

２２

�
�
�
�
�

市
内
全
域（
脊
振
・
神
埼
・
千
代
田
）

�
�
�
�
�

調
査
員
が
地
域
に
出
向
き
、
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
調
査
者
が
資
料
を
お
借
り
し
た
り
、

持
ち
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

�
３
７�
０
１
０
２

����������������
����

���������������
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�������
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������
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�������
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※（　）内は平成２０年４月から平成２１年７月までの１６ヶ月間の自己負担限
度額です。
平成２０年４月から平成２１年７月までの期間で算出した支給額よりも平成
２０年８月から平成２１年７月までの期間で算出した支給額の方が多くなる
場合は、１２ヶ月分の自己負担額で算出した額を支給します。

※限度額を超えた額が５００円を超えない場合は、支給されません。
※医療保険における自己負担額は保険適用のものに限ります。
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�������	
�������
�������	
支給基準日の７月３１日時点で市の医
療保険に加入し、介護保険も市に加入
している場合は、介護保険窓口での手
続きは不要です。
直接、市の医療保険窓口（市役所市民

課、各総合支所市民福祉課）に申請して
ください。
�������	
�������
������
支給基準日の７月３１日時点で市の医
療保険に加入している方で支給の対象
の方には、１２月中に申請のお知らせを

� �����������������������

送付する予定です。
� ����������������

ただし、対象期間内に複数の医療保
険に加入されていた場合や市の介護保
険の加入期間がない場合などは、お知
らせできないこともあります。
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自
分
ら
し
く
、
若
々
し
く
、
い
き

い
き
と
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
運
動

や
食
事
、
口
腔
ケ
ア
等
の
健
康
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

全
５
回
の
講
座
で
、
市
内
の
２
会

場
で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

�
�
�
�

①　

歳
以
上
の
方
で
介
護
予
防
に
関

６５心
が
あ
る
方

②
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方

�
�
�各

会
場　
　

人
（
先
着
順
）

２０

�
�
�
�
�
�
　
　

月　

日
（
火
）

１２

１５

�
�
�
�

内
容
に
よ
り
、
材
料
費
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

神
埼
市
役
所　

高
齢
障
害
課

（
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
神
埼
）

�
３
７�
０
１
１
１

�������������	
��

���������

��������������
��� �����������

�������	
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����
��� �����������

���������������
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�
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��� �����������	

※いずれも午後２時から２時間程度
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�
�
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 �������������	�
 �����
生命の尊さ・大切さや、自己がかけがえ

のない存在であると同時に他人もかけが
えのない存在であること、他人との共生・
共感の大切さを真に実感し、「思いやりの
心」と「かけがえのない命」を大切にする
ことを考えてみましょう。

神
埼
市
に
は
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
が
８
人

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、

日
頃
か
ら
地
域
の
中
で
人
権
擁
護
に
関
す
る
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
市
の
各
庁
舎
で
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
程
は
「
市
報
か
ん
ざ
き
」
の
相
談
の
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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神
埼
市
役
所　

市
長
公
室　
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平成２２年４月２２日に任期が満了する神

埼市長及び神埼市議会議員の選挙期日につ

いて、１１月９日に開催された市選挙管理委

員会で次のとおり決定されました。
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市議会議員の定数は、２４人。前回の合併

選挙のような選挙区は設けず、全市１つの

選挙区で選挙を行うことになります。
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神埼市選挙管理員会

（神埼市役所　総務課内） �３７�０１００
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①玄関や窓には、ツーロックで施錠をしましょう

②短時間の外出でもこまめに施錠しましょう

③侵入経路となる死角をなくしましょう

④普段から近所づきあいを大切にして、近くに不

審者がいたら一声かけましょう
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